
令和 5 年 3 月 第 151 号

麴町消防団だより

　

令
和
五
年
一
月
八
日
（
日
）
十
四
時
よ
り
、
麴
町

消
防
団
始
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
始
式

に
は
千
代
田
区
長
及
び
本
団
を
は
じ
め
と
し
て
、
第

一
分
団
、
第
二
分
団
、
第
三
分
団
と
総
勢
１
０
０
名

も
の
団
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
私
達
、
麴
町
消
防
団

員
は
、
管
轄
地
域
の
地
理
と
情
報
を
知
る
仲
間
が
大

勢
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
未
来
の
千
代
田
区
の
地
域
を
護
る
身

近
な
要
と
し
て
、
様
々
な
災
害
の
防
災
と
減
災
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

◎
東
京
都
消
防
褒
賞

<

功
績
表
彰
　
伝
達> 

　
団
本
部
　
分
団
長
　
山
田
　
佳
幸

◎
消
防
総
監
表
彰

<

功
績
表
彰> 

　
第
一
分
団
　
分
団
長
　
松
坂
　
洋
介

<

優
良
表
彰> 

　
第
二
分
団
　
班
長
　
中
島
　
崇

　
第
二
分
団
　
班
長
　
茂
木
　
泰
彦

　
第
三
分
団
　
班
長
　
山
田
　
豊
隆

　
第
一
分
団
　
団
員
　
岩
淵
　
規

◎
千
代
田
区
長
表
彰

<

三
十
年
永
年
勤
続
功
労> 

　
第
一
分
団
　
部
長
　
小
森
　
実
志

麴
町
消
防
団
始
式

麴
町
消
防
団
始
式

第
一
分
団
　
三
浦
　
裕
介

麴
町
消
防
団
始
式
表
彰
者

麴
町
消
防
団
始
式
表
彰
者
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文
化
財
防
火
デ
ー
消
防
演
習

文
化
財
防
火
デ
ー
消
防
演
習

　
第
三
分
団
　
部
　
長
　
中
澤
　
昌
弘

　
　
　
　
　
　
ご
家
族
　
天
野
　
依
舞
　
様

<

消
防
団
活
動
に
対
す
る
感
謝
状>

　
株
式
会
社
　
ナ
カ
ノ
フ
ド
ー
建
設
　
様

<
十
五
年
永
年
勤
続
功
労> 

　
第
一
分
団
　
副
分
団
長
　
荻
原
　
弘
樹

　
第
二
分
団
　
副
分
団
長
　
丸
山
　
征
治

　
第
一
分
団
　
部
長
　
遠
藤
　
史
雄

　
第
二
分
団
　
部
長
　
鴨
下
　
達
也

　
第
二
分
団
　
部
長
　
中
村
　
和
博

　
第
三
分
団
　
部
長
　
中
澤
　
昌
弘

　
第
二
分
団
　
班
長
　
脇
本
　
慶
太

　
第
二
分
団
　
班
長
　
松
澤
　
友
美

<

十
年
永
年
勤
続
功
労> 

　
第
一
分
団
　
班
長
　
水
越
　
舜
瑛

<

五
年
永
年
勤
続
功
労> 

　
第
二
分
団
　
班
長
　
中
島
　
崇

　
第
一
分
団
　
団
員
　
佐
藤
　
祐
貴

　
第
一
分
団
　
団
員
　
中
島
　
大
二
郎

　
第
一
分
団
　
団
員
　
田
口
　
純
子

　
第
三
分
団
　
団
員
　
遠
藤
　
伸
也

◎
消
防
署
長
表
彰

<

勤
務
成
績
優
良> 

　
第
三
分
団
　
班
長
　
達
下
　
幸
治

　
第
三
分
団
　
班
長
　
濱
田
　
雅
彦

　
第
一
分
団
　
団
員
　
三
浦
　
裕
介

　
第
一
分
団
　
団
員
　
荻
原
　
圭
司

　
第
二
分
団
　
団
員
　
金
子
　
修
平

　
第
二
分
団
　
団
員
　
尾
花
　
拓
海

　
第
二
分
団
　
団
員
　
菅
井
　
美
妃

　
第
二
分
団
　
団
員
　
藤
田
　
将
太
郎

　
第
二
分
団
　
団
員
　
中
島
　
悠
希

<

入
団
促
進
に
関
す
る
業
務
功
労> 

　
第
一
分
団
　
団
員
　
小
野
　
名
利
子

◎
消
防
総
監
感
謝
状

<

四
十
年
永
年
勤
続
消
防
団
員
家
族
感
謝
状> 

　
団
本
部
　
副
団
長
　
石
井
　
利
之

　
　
　
　
　
ご
家
族
　
石
井
　
み
さ
子
　
様

　
団
本
部
　
副
団
長
　
和
栗
　
栄
一

　
　
　
　
　
ご
家
族
　
和
栗
　
雅
子
　
様

◎
消
防
署
長
感
謝
状

<

十
五
年
永
年
勤
続
消
防
団
員
家
族
感
謝
状> 

　
第
二
分
団
　
副
分
団
長
　
丸
山
　
征
治

　
　
　
　
　
　
ご
家
族
　
　
丸
山
　
由
紀
子  

様

　
第
一
分
団
　
部
　
長
　
遠
藤
　
史
雄

　
　
　
　
　
　
ご
家
族
　
江
原
　
治
子
　
様
　

　
第
二
分
団
　
部
　
長
　
鴨
下
　
達
也

　
　
　
　
　
　
ご
家
族
　
鴨
下
　
恭
子
　
様

　
第
二
分
団
　
部
　
長
　
中
村
　
和
博

　
　
　
　
　
　
ご
家
族
　
中
村
　
恭
子
　
様

　
第
二
分
団
　
班
　
長
　
脇
本
　
慶
太

　
　
　
　
　
　
ご
家
族
　
脇
本
　
美
幸
　
様

　
第
三
分
団
　
部
　
長
　
鈴
木
　
伸
幸

　
　
　
　
　
　
ご
家
族
　
鈴
木
　
愛
子
　
様

　

令
和
五
年
一
月
二
十
六
日
（
木
）
、
文
化
財
防
火
デ
ー
に
伴
う
消
防

演
習
が
千
代
田
区
指
定
文
化
財
の
一
つ
で
あ
る
日
枝
神
社
に
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
貴
重
な
文
化
財
を
守
る
と
い
う
文
化
財
愛
護
と
防
災
意
識
の

高
揚
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
神
職
に
よ
る
文
化
財
の
運
び
出
し
や
初

期
消
火
の
活
動
後
、
境
内
に
お
い
て
麴
町
消
防
署
隊
、
麴
町
消
防
団
が

連
携
し
一
斉
放
水
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

麴
町
消
防
団
は
、
今
年
も
麴
町
消
防
署
と
連
携
し
、
防
火
防
災
を
担

う
存
在
と
し
て
、
地
域
の
安
心
安
全
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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令
和
四
年
十
一
月
五
日
（
土
）
東
京
消
防
庁
消
防
学
校
に
て
、

第
五
十
回
東
京
都
消
防
操
法
大
会
が
行
わ
れ
た
。
東
京
都
内

九
十
八
の
消
防
団
か
ら
代
表
の
二
十
七
消
防
団
が
参
加
し
、
日
頃

の
仕
事
・
学
業
・
子
育
て
の
合
間
に
訓
練
し
た
成
果
を
確
認
す
る

と
と
も
に
消
防
活
動
技
術
の
向
上
及
び
消
防
団
員
の
士
気
高
揚
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
て
い
る
。
天
気
に
も
恵
ま
れ
、

大
き
く
息
を
吸
え
ば
気
持
ち
が
引
き
締
ま
る
。
麴
町
消
防
団
は
六

番
目
に
実
施
し
た
。
普
段
と
は
あ
ま
り
に
も
違
う
空
気
、
視
線
を

感
じ
る
中
で
仲
間
の
団
員
達
が
観
客
席
最
前
列
で
横
断
幕
を
広

げ
、
う
ち
わ
や
ボ
ン
ボ
ン
を
持
ち
声
援
を
送
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
従

来
の
練
習
が
出
来
な
い
中
で
そ
れ
で
も
有
志
が
集
い
麴
町
消
防
団

と
し
て
最
年
少
で
挑
む
選
手
、
大
き
な
希
望
を
望
み
な
が
ら
も
温

か
く
見
守
り
、
時
に
は
厳
し
か
っ
た
先
輩
を
は
じ
め
、
仲
間
達
が

一
致
団
結
し
て
挑
ん
だ
本
番
で
あ
っ
た
。
結
果
は
惜
し
く
も
入
賞

は
叶
わ
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
会
場
に
響
く
麴
町
消
防
団
の
声
援
は
、
他
の

消
防
団
の
士
気
に
も
繋
が
っ
た
よ
う
だ
。
会
場
を
あ
と
に
す
る

際
、
「
元
気
だ
っ
た
ね
！
」
「
麴
町
良
か
っ
た
よ
！
」
な
ど
声
を

か
け
て
も
ら
っ
た
。
麴
町
消
防
団
の
結
果
だ
け
見
れ
ば
良
い
も
の

と
は
言
え
な
い
け
れ
ど
、
大
会
が
開
催
さ
れ
る
目
的
と
し
て
な
ら

間
違
い
な
く
優
勝
だ
と
思
う
。
麴
町
消
防
団
全
体
で
挑
ん
だ
そ
の

過
程
が
、
今
後
の
消
防
団
活
動
で
も
よ
り
良
い
活
動
に
繋
が
る
だ

ろ
う
。 東

京
都
消
防
団
操
法
大
会
出
場

東
京
都
消
防
団
操
法
大
会
出
場

第
二
分
団
　
那
知
　
由
似
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令
和
四
年
九
月
十
七
日
（
土
）
、
千
代
田
区
消
防
団
合

同
点
検
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
実
施
項
目
は
規
律
訓
練
、

倒
壊
建
物
を
想
定
し
た
救
出
救
助
及
び
搬
送
訓
練 

、
可
搬

ポ
ン
プ
積
載
車
を
活
用
し
た
消
火
訓
練
で
し
た
。
私
の
任

務
は
倒
壊
建
物
か
ら
負
傷
者
と
し
て
救
出
さ
れ
る
要
救
助

者
役
で
し
た
。
思
え
ば
三
年
前
の
合
同
点
検
も
こ
の
役
目

で
、
お
お
よ
そ
の
動
き
は
分
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
消
防

署
の
指
導
も
あ
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
役
目
を
行
う
事
が
で
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
救
護
活
動
を
さ
れ
た
第
二
分
団
の
方
々
は
非
常

に
迅
速
な
活
動
を
さ
れ
て
お
り
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
今
回
は
訓
練
で
し
た
が
、
実
際
の
現
場
と
な
っ
た
時

に
自
分
が
こ
の
よ
う
な
行
動
を
起
こ
せ
る
か
不
安
で
す
が
、

消
防
団
員
と
し
て
率
先
し
て
動
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し

た
。
先
輩
方
々
同
様
に
、
私
も
早
く
役
に
立
て
る
よ
う
日

頃
か
ら
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
全
て
の
訓
練

が
終
了
し
、
点
検
者
で
あ
る
東
京
消
防
庁
救
急
部
長
か
ら

も
心
温
ま
る
講
評
を
頂
き
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
神
田
、
丸
の
内
、
麴
町
消
防
署
の

方
々
と
行
事
ら
し
い
行
事
を
久
し
ぶ
り
に
行
え
た
事
、
今

更
な
が
ら
自
分
が
消
防
団
の
一
員
で
あ
る
事
を
感
じ
さ
せ

ら
れ
る
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

千
代
田
区
消
防
団
合
同
点
検

千
代
田
区
消
防
団
合
同
点
検

第
三
分
団
　
藤
井
　
敏
郎

　
わ
が
街
を
守
る

　
わ
が
街
を
守
る

　
　
　
麴
町
消
防
団
員
募
集
！

　
　
　
麴
町
消
防
団
員
募
集
！

★★  

あ
な
た
の
力
が
必
要
で
す
！ 

★★

　

麴
町
消
防
団
は
消
防
団
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

入
団
条
件
は
、
十
八
歳
以
上
の
心
身
と
も
に
健
康
な
方
で
、

千
代
田
区
に
居
住
、
ま
た
は
勤
務
、
通
学
し
て
い
る
方
で

あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
入
団
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
入

団
を
希
望
す
る
方
や
詳
し
く
話
を
聞
い
て
み
た
い
等
、
少

し
で
も
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

ア
ク
セ
ス
い
た
だ
く
か
、
電
話
番
号
か
ら
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
皆
さ
ん
の
入
団
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

　
《
問
合
せ
先
》

　
　

麴
町
消
防
団
事
務
局
（
麴
町
消
防
署
内
）

　
　

電
話　

３
２
６
４
―
０
１
１
９
（
内
線
３
２
０
）

編
集
：
麴   

町   

消   

防   

団

後
援
：
麴
町
防
火
防
災
協
会

【麴町消防団ホームページ】


